
　　　　

令和６ 年 １２ 月 １０ 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 お花見、七夕、花植え、夏野菜植え、母の日、工場見学、他の事業所との交流、夏祭り、ハロウィン、クリスマス、お正月行事、各月の誕生会など。

（別添資料１）

家族支援 〇　発達状況や特性の理解に向けた相談援助を行う。 移行支援
〇　定期的に適切な情報提供や助言を行う。
〇　卒業後の進路先の情報提供や移行先への情報提供を行う。

地域支援・地域連携
〇　ボランティア受け入れ（読み聞かせ）
〇　地域の清掃活動

職員の質の向上 〇　施設内外の研修会に参加。（虐待防止、支援方法など）

支　援　内　容

〇　定期的な心身状態の把握（毎回の体温測定、気分把握）　〇　手洗いの習慣化。
〇　生活リズムの安定。

〇　有酸素運動、体感トレーニング　〇　卓球、バトミントン、キャッチボール、ドッチボールなどの球技。
〇　粘土、スライム、手先を使用する活動（新聞破り、工作、プチプチつぶし、目隠しボックスなど）

本
人
支
援

〇　ビジョントレーニング（見る力を育てる）、ブロック遊び、パズル（空間把握の認知形成）
〇　ワーキングメモリ（認知タスクの処理能力を高め、勉強や課題に集中して取り組む力を身につけるとともに記憶力を高める。）

〇　プリント、絵カード、文字カードを使用しての学習。
〇　集団遊びやレクリエーションを行うなかで、自分の意志を伝え相手の意見を聴きながら円滑なコミュニケーションがとれるように支援する。

〇　集団遊びや様々なパターンでソーシャルスキルトレーニングを行うことで人間関係がスムーズに出来るように支援する。
〇　外出活動（地域での買物、工場見学、喫茶店など）において社会のルールを学ぶ。

支援方針

個人の特性に応じたプログラムを用意することで、適切な支援を行い自立の促進が図られるようにする。
長所を伸ばし、本人が自信を持つことで成長できるように努める。
児童の小さな変化を見逃さないよう保護者との連携を密に行う。
定期的に支援計画を見直し効果のある支援を目指す。

営業時間 送迎実施の有無９時から１８時

法人（事業所）理念 子ども達がより良い環境の中で、一人ひとりの個性を尊重し楽しく学びそして遊びながら心身ともに成長し、社会の一員として生きる力を身につけられるようにする。

事業所名 作成日支援プログラム児童発達支援事業所ぱすてる（放課後等デイサービス）


